
金剛地区施設等再整備基本構想
を策定しました

問金剛地区再生室（内線459）

　
本
市
金
剛
地
区
（
高
辺
台
、
久

野
喜
台
、
寺
池
台
）
は
、
開
発
か

ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
施
設
の
老

朽
化
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、平

成
29
年
3
月
に
「
金
剛
地
区
再
生

指
針
」
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な

都
市
の
形
成
に
向
け
た
、
住
民
等

が
主
体
と
な
っ
た
地
区
活
性
化
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
戦
略
的
・
中
長
期

的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施
設

な
ど
の
再
整
備
や
都
市
空
間
の
再

編
な
ど
に
よ
る
都
市
機
能
の
高
度

化
な
ど
に
向
け
た
、
コ
ン
セ
プ
ト
、

施
設
・
エ
リ
ア
毎
の
方
向
性
と
導

入
機
能
を
示
す
「
金
剛
地
区
施
設

等
再
整
備
基
本
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、同
構
想
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
金
剛
地
区
再
生
室
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

計
画
期
間

お
お
む
ね
10
年
間
（
令
和
13
年
度

ま
で
）

 

対
象
区
域

①
金
剛
中
央
公
園

②
金
剛
銀
座
街
商
店
街

③
南
海
金
剛
駅
周
辺

④
寺
池
公
園

 

コ
ン
セ
プ
ト

　
同
構
想
で
は
、
再
整
備
に
向
け

た
６
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

※各イラストは基本構想で示す方向性を市が
イメージ化したものです（実際の整備内容で
はありません）。

６つのコンセプト
１．若者・子育て世代の定
住促進

２．誰もが安心して健康
に暮らせるまちづくり

３．交流人口・関係人口の
増加

４．居心地が良く歩きた
くなるまちなかを創出

５．住民主体の多様な取
組の創出

６．マルチパートナーシッ
プによる多面的な魅力の
創出

①金剛中央公園①金剛中央公園
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方
向
性
と
導
入
機
能

　
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
、
各

対
象
区
域
の
今
後
の
方
向
性
と
導

入
す
る
機
能
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
金
剛
中
央
公
園

■
方
向
性
　
豊
か
で
多
機
能
な
公

園
空
間
を
創
出

　
老
朽
化
し
た
既
存
施
設
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
支
援
機
能
、
健
康

増
進
機
能
、
交
流
機
能
を
備
え
た
、

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
多
機
能

施
設
へ
と
再
編
し
ま
す
。

　
公
園
空
間
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
使
い
こ
な
し
を
可
能
と
す
る
空

間
づ
く
り
を
行
い
、
多
機
能
施
設

行
い
、
多
機
能
施
設

と
連
携
し
た
、
豊
か
で
多
機
能
な

と
連
携
し
た
、
豊
か
で
多
機
能
な

公
園
空
間
へ
と
再
編
し
ま
す
。

公
園
空
間
へ
と
再
編
し
ま
す
。

■
導
入
機
能

・
子
育
て
支
援
機
能
・
健
康
増
進

機
能
・
交
流
機
能
・
公
園
機
能

②
金
剛
銀
座
街
商
店
街

■
方
向
性
　
近
隣
商
業
地
域
を
活い

か
し
た
賑に

ぎ

わ
い
と
住
民
の
「
や
り

た
い
」
が
叶
う
空
間
を
創
出

　
金
剛
銀
座
街
商
店
街
に
つ
い
て

は
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連
携
し
、小

規
模
店
舗
の
充
実
な
ど
に
よ
る
生

活
利
便
性
の
向
上
や
、
ふ
れ
あ
い

大
通
り
と
一
体
的
で
人
が
長
く
留

ま
る
（
滞
留
性
）
空
間
へ
の
再
編

に
よ
る
、
近
隣
商
業
地
域
を
活
か

し
た
賑
わ
い
づ
く
り
や
、
住
民
の

自
己
実
現
の
場
と
し
て
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

■
導
入
機
能

・
生
活
利
便
機
能
・
広
場
機
能

ま
ず
は
、
金
剛
中
央
公
園
を

優
先
的
に
整
備
し
ま
す

　
老
朽
化
し
た
既
存
施
設
が
抱
え

る
課
題
へ
の
対
応
や
若
者
・
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
な
ど
に
向
け

た
機
能
導
入
を
早
期
に
実
現
す
る

観
点
か
ら
、
金
剛
中
央
公
園
の
再

整
備
を
優
先
的
に
進
め
る
も
の
と

し
、
令
和
4
年
度
は
、「
金
剛
中
央

公
園
・
多
機
能
複
合
施
設
等
整
備

基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、

詳
細
機
能
や
施
設
規
模
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

④
寺
池
公
園

■
方
向
性
　
眺
望
を
活
か
し
た
住

民
主
体
の
公
園
空
間
を
創
出

　
寺
池
公
園
に
つ
い
て
は
、
地
区

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
公
園
環
境

の
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
区

の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
寺
ケ
池

を
活
か
し
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
水

辺
と
緑
な
ど
が
眺
望
で
き
る
公
園

空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
導
入
機
能

・
公
園
機
能

②金剛銀座街商店街②金剛銀座街商店街

③南海金剛駅周辺③南海金剛駅周辺

④寺池公園④寺池公園

③
南
海
金
剛
駅
周
辺

■
方
向
性
　
魅
力
的
で
利
便
性
が

高
く
滞
留
性
の
あ
る
駅
周
辺
空
間

を
創
出

　
南
海
金
剛
駅
前
に
つ
い
て
は
、

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
や
大
阪

狭
山
市
と
連
携
し
、
生
活
利
便
性

の
向
上
や
、
賑
わ
い
や
多
様
な
交

流
が
生
ま
れ
る
滞
留
性
の
あ
る
空

間
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
久
野
喜
台
１
号
公
園
に

お
け
る
駅
前
空
間
と
連
動
し
た
生

活
利
便
機
能
の
導
入
や
、
ふ
れ
あ

い
大
通
り
に
お
け
る
賑
わ
い
と
多

様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
滞
留
性
の

あ
る
空
間
へ
の
再
編
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

■
導
入
機
能

■
導
入
機
能

・
生
活
利
便
機
能
・
交
通
拠
点
機

・
生
活
利
便
機
能
・
交
通
拠
点
機

能
・
歩
行
者
利
便
増
進
機
能

能
・
歩
行
者
利
便
増
進
機
能
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